
現在、電子商取引や基幹業務を行うシステム構築の際、

データベースは欠かすことのできない存在です。現在では、Webとデータベースの

技術を結合させてシステムを構築する例も少なくありません。

データベースの意味を端的に述べると、

利用目的に応じて必要なデータを整理し、それを蓄積したものであると言えます。

データベースの利用例を次に示します。

■図 データベースの利用

このようにデータベースは、必要な時に必要な情報を取り出すことを可能としています。
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クリエータースクールで学ぶ「ＪＡＶＡ＆ＷＥＢデータベース(PostgreSQL)」


